
2014年度秋学期　応用数学（解析）　第８回演習の解答例

1. 特殊解を求めるため，x = at2 + bt + cと見当をつけて与式に代入すると

2a+ (2at+ b)− 2(at2 + bt+ c) = t+ 1

−2at2 + 2(a− b)t+ (2a+ b− 2c) = 0
(A1)

が得られます。これが tによらずなりたつので，
−2a = 0

2(a− b) = 1

2a+ b− 2c = 1

(A2)

がなりたち，これを解くと a = 0, b = −1

2
, c = −3

4
となります。

一方，対応する斉次形の方程式は x′′ + x′ − 2x = 0で，特性方程式は λ2 + λ− 2 = 0となり，その
解は λ = 1,−2です。よって，斉次形の方程式の一般解は x(t) = C1e

t +C2e
−2t（C1, C2は任意の

定数）となります。

以上から，与方程式の一般解は x(t) = C1e
t + C2e

−2t − 1

2
t− 3

4
となります。■

2. 特殊解を求めるため，x = aetと見当をつけて与式に代入すると

aet + 2aet + aet = et (A3)

が得られます。これが tによらずなりたつので a =
1

4
となります。

一方，対応する斉次形の方程式は x′′ + 2x′ + x = 0で，特性方程式は λ2 + 2λ+ 1 = 0となり，そ
の解は λ = −1（重解）です。よって，斉次形の方程式の一般解は x(t) = C1e

−t +C2te
−t（C1, C2

は任意の定数）となります。

以上から，与方程式の一般解は x(t) = C1e
−t + C2te

−t +
1

4
etとなります。■

3. 特殊解を求めるため，x = A cos 2t+B sin 2tと見当をつけて与式に代入すると

(−4A cos 2t− 4B sin 2t) + (A cos 2t+B sin 2t) = cos 2t

(−4A+A− 1) cos 2t+ (−4B +B) sin 2t = 0
(A4)

が得られます。これが tによらずなりたつのでA = −1

3
, B = 0となります。

一方，対応する斉次形の方程式は x′′+x = 0で，特性方程式は λ2+1 = 0となり，その解は λ = ±i

です。よって，斉次形の方程式の一般解は x(t) = C1 cos t+ C2 sin t（C1, C2は任意の定数）とな
ります。

以上から，与方程式の一般解は x(t) = C1 cos t+ C2 sin t−
1

3
cos 2tとなります。■
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